
「新しいひとりの人に造り上げ」エペソ２：１５        １５・１２・１３  Ⅰ「隔ての壁」：１４ すなわち「敵意」：１５ を主は御生涯と十字架の御業の中で （「ご自分の肉において」：１５）打ち壊して下さいました。 人は主を十字架で殺しましたが、主はその十字架によって隔て、敵意を殺されたのです。この主を信じ、主にしっかり繋がる時、主の成就された御業の恵みと主の命が私達に与えられ、自分ではどうする事もできない隔ての壁や敵意を平和の主は打ち壊し、真の平和であり続けて下さるのです！ 主を見上げ希望を持ちましょう。 相手はコントロールできませんが、自分の心に平和の主を迎え続ける事は、あなたにできる選択です。キリストこそ私達の平和「であり」：１４→現在形：「であり続け」。 私達は自分の力では平和はつくれなくても、キリストこそ私達の平和であり続けて下さるのです。 キリストと別に平和があるのではなく、「キリストこそ」私達の平和！ 故に平和そのものであるキリストとの関係、命のつながりが大切です。   Ⅱ「ご自分の肉において…さまざまな規定から成り立っている戒めの律法」を「廃棄された方」：１５。 ユダヤ人と異邦人（外国人）を隔てる原因となっていた「さまざまな規定から成り立っている戒めの 律法」を主は廃棄されました（「破壊する」の意ではない。原語の意：無効にする、働くことが出来ないようにする）。 どのようにして？「ご自分の肉において」。 つまり、神であられる主ご自身が実際に受肉され、クリスマスに人となられ、律法を完全に守られ、 旧約聖書が指示していた罪の償いのいけにえを十字架で成就され、律法を廃棄、成就されたのです。 実はユダヤ人自身も律法（心を尽くして神を愛する事と隣人を自分のように愛する）を守っていなかっ たのです（ガラテヤ６：１３）。 「わたしが来たのは律法や預言者（旧約聖書）を…廃棄する（原語：解体する、崩す、破壊するの意）ためではなく、成就するために来たのです」（マタイ５：１７）。 旧約聖書と新約聖書は、補い合い理解を深める。故に両方を読み味わう事が大切。 「キリストが律法を終わらせられた（キリストは、津を犯さず、神の律法を完全に守り、十字架の死 と復活をもって律法を成就された）ので、信じる人はみな義と認められるのです」（ローマ１０：４）。 もしキリストが律法を成就されていなかったら、私達人間は、誰も完全に律法を守る事は出来ないの で、誰も救われる事は出来なかった。 しかし主が十字架にかかり律法を成就されたので、主を信じる信仰の道が開かれた。  →「イエス・キリストを信じる信仰による神の義（罪が赦され神と正しい関係に入れられる）であ って、それはすべての信じる人に与えられ、何の差別もありません（隔ての壁は打ち壊されました）」 ローマ３：２２。  Ⅲ「このことは、二つのものをご自身において新しいひとりの人に造り上げて、平和を実現するためで



あり」：１５。 キリストが真の平和を実現される方法は、隔ての壁、敵意をもって対立しているユダヤ人と異邦人、 そして私達に、それぞれ譲歩、妥協を迫る事によって、解決されようとされたのではない。 和解者である主ご自身が、ご自身は何の罪もないのに十字架でご自分の肉を裂き、苦しみ、血を流し て私たち人間の罪を完全に償われたのです。それはユダヤ人と異邦人、そして私達の罪、敵意の為で した。この罪のない主ご自身が、自分達の身代わりに十字架で苦しみ死なれた深い十字架の意味を知 る時、当事者であるユダヤ人、異邦人、そして私達が自分の罪に目覚め、主を信じ愛を受け、お互い に心から和解するようになるのです。平和を実現なさるキリストの方法は、二つのものを二で割るや り方ではなく、 「二つのものをご自身において新しいひとりの人に造り上げて、平和を実現する」：１５ というものです。「ご自身において」が大切！「造り上げて」（創造する、造る。２：１０）：初めの創 造も、この新創造も素晴らしい御業なのです。 修理ではなく新創造。 神の救いは罪の赦しだけではなく、新しい創造なのです。 「だれでもキリストのうちにあるなら、その人は新しく造られた者（新創造）です」Ⅱコリント５：１７。 「割礼を受けているか受けていないかは、大事なことではありません。大事なのは新しい創造です」ガラテヤ６：１５。 救われた私達は、人を隔て差別し敵意を持っていた古い性質のものとは全く違う新しく「ご自身にお いて」創造されたものです。 「私たちの外なる人は衰えても、内なる人は日々新たにされています」Ⅱコリント４：１６。 ：１５の「新しいひとりの人」とは、「キリストのからだである教会」のこと。古いひとりの人＝アダ ムにつながる人類に対して→キリストを信じキリストにつながり、新創造されたキリストの人類＝「新 しいひとりの人」＝キリストの教会があるのです。神の御目的、ご計画は、私たち一人一人が救われ て、バラバラなのではなく、私達を「新しいひとりの人」＝主の体である教会に造り上げて、キリス トにある真の平和を実現し続ける事です。神はキリストにある新しい共同体＝教会を造る事によって、 あらゆる隔て、敵意を解消した平和を実現されるのです。教会は、神の大切な新創造です。新しいひとりの人・教会は、和解の共同体、真の平和を実現して行く共同体です。 主の教会のお互いは、①愛をもって真実を語る事（エペソ４：２５）と②愛をもって相手の意見、気持ちを聴く事（ヤコブ１：１９）のバランスが大切です。 そのような霊的な原則が守られる時、主にある平和が実現されて行くのです。御霊なる神は、平和の実を実らせるのを助けられます。  祈り：主が十字架によって私達の隔ての壁、敵意を打ち壊し、新しいひとりの人、教会を造り上げ、 真の平和を実現して下さることを感謝します。 まず神が私達を愛された愛、今も愛し続けておられる愛を受け続け、私達も互いに愛し合えますように！ 


